
尾張一宮PA周辺地区土地区画整理組合設立発起人会

尾張一宮PA周辺地区の
土地区画整理事業化に向けた説明会

2026/3/25（水）、26（木）、28（土）

第2回

土地利用計画（発起人会案）
土地利用計画の実現に向けて
今後の検討事項

３ 土地利用計画（発起人会案）

意向調査の目的

地権者意向調査の結果

民間事業者意向調査の結果

発掘調査概要

調査確認票
４ 埋蔵文化財の試掘調査

２ 意向調査

発起人会の役割

活動内容
１ 発起人会の活動報告

Ｒ８年度以降の活動（予定）

試掘調査

発起人会からのお願い

５ 今後のスケジュール
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本地区には、埋蔵文化財（地中に埋蔵されている文化財）がある地域（埋蔵文化財包蔵地）

があり、「遺構」と呼ばれる過去の暮らしの跡（住居跡、古墳、貝塚など）や、「遺物」と

呼ばれる過去に使用されていた土器や石器などが出土する可能性があります。

三ツ井遺跡

三ツ井遺跡
縄文土器や弥生土器が
確認されている

調査期間：H8.4～H10.3
調査面積：12,100ⅿ2

三ツ井遺跡
縄文土器や弥生土器が
確認されている

調査期間：H8.4～H10.3
調査面積：12,100ⅿ2
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●発掘調査概要

■埋蔵文化財とは

出土した遺物

埋蔵文化財包蔵地分布図

尾張一宮
PA



尾張一宮PA周辺地区土地区画整理組合設立発起人会

試掘箇所は、現時点での想定です

できる限り、農地として現在利用され
ていない箇所で調査することを考えて
います
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●発掘調査概要

■本地区の試掘調査

試掘箇所(予定)
全体：約700箇所
内訳：民地（田畑など） 約500箇所

道路（舗装・未舗装) 約200箇所

試掘箇所選定の考え方
包蔵地：30～50ⅿ間隔程度
その他：50ⅿ間隔程度

試掘箇所（イメージ）図

●：試掘箇所（想定）
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掘った穴を原形復旧し、終了です。
※１箇所の調査期間は１日～１週間程度を想定

⑤原形復旧

縦横２ⅿ程度の穴を掘り、埋蔵文化財の有無・
範囲・内容などを事前に確認します。

④試掘調査

試掘調査にご協力いただける地権者の方々を確認す
る調査を行います。

①確認調査

②で検討した箇所の地権者の方々に試掘調査を行う
ことについて、ご承諾をいただきます。
※作業を行う前に詳細は調整させていただきます

③承諾書
取得

①により確認できた結果を踏まえ、場所や希望時期
等を踏まえ、調査箇所を検討します。

②調査箇所
検討
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●発掘調査概要

■本地区の試掘調査の流れ

R8年4月末まで

R8年8月末頃

R8年9月～10月

R8年度.R9年度
農閑期など

日時について
は改めて連絡
いたします
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●調査確認票
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詳しいご記載方法については別紙でご説明します


